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１．計算条件

下記の通り、管理区域境界における漏えい線量の計算を行う。

１）使用条件

【立位撮影】

日／週

人／日

ｋＶ

ｍＡ

秒／回

回／人

【臥位撮影】

日／週

人／日

ｋＶ

ｍＡ

秒／回

回／人

２）コンクリートの空気カーマ透過率については、密度２．１０ｇ／ｃｍ
３
に補正して計算を行った。

３）Ｆ方向は土中のため、計算省略

２．計算

【立位撮影】

１）一次線による漏えいエックス線量の計算

2

=

Ｘ ：

Ｄ ｔ ：

Ｗ ：

Ｅ/Ｋａ：

Ｕ ： 1

Ｔ ： 1

ｄ １ ：

Ｂについて上記の様に計算を行った。

管 電 圧 ・・・・・・ １２０

　Ｘ線室　遮へい計算は、厚生労働省医政局長通知（医政発０３１５第４号、平成３１年３月１５日）「病院又
は診療所における診療用放射線の取扱いについて」による。

撮 影 人 数 ・・・・・・ ５

稼 働 日 数 ・・・・・・ ６

撮 影 時 間 ・・・・・・ ０.０３２

撮 影 回 数 ・・・・・・ １

管 電 流 ・・・・・・ １００

2.56

評価方向： Ｂ

Ｂ方向（Ｅp）は、次式より求める。

EP=
Ｘ × Ｄ ｔ × Ｗ × （ Ｅ / Ｋ ａ ） × Ｕ × Ｔ

d1
2

110.0（μGy/mA･s）

2.73E-03

1,248（mA･s/3月間）

1.433（Sv/Gy）

=
110.0 × 2.73E-03 × 1,248 × 1.433 × 1 × 1

鉛 1.5mm の 透 過 率 ：

81.95（μSv/3月間）

（Ｂ：2.56ｍ）

８０

管 電 流 ・・・・・・ ２００

撮 影 時 間 ・・・・・・ ０.１

管 電 圧 ・・・・・・

稼 働 日 数 ・・・・・・ ６

撮 影 回 数 ・・・・・・ ２

撮 影 人 数 ・・・・・・ ５

1
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２）散乱エックス線の漏えいエックス線量の計算

Ａ方向 （Ｅs）は、次式より求める。

2 × 2

=

Ｘ ：

Ｄ ｔ ：

Ｗ ：

Ｅ/Ｋａ：

Ｕ ： 1

Ｔ ： 1

ａ ：

Ｆ ： (cm
2
)

ｄ ２ ：

ｄ ３ ：

Ａ，Ｂ，Ｃ，Ｄ，Ｅについて上記の様に計算を行った。

３）エックス線管容器からの漏えいエックス線量の計算

Ａ方向 （ＥL）は、次式より求める。

2

=

Ｘ Ｌ ：

ｔ ｗ ：

Ｅ/Ｋａ：

Ｕ ： 1

Ｔ ： 1

ｄ 4 ：

Ａ，Ｂ，Ｃ，Ｄ，Ｅについて上記の様に計算を行った。

評価方向： Ａ，Ｂ，Ｃ，Ｄ，Ｅ

ES=
Ｘ × Ｄ ｔ × Ｗ × ( Ｅ / Ｋ ａ ) × Ｕ × Ｔ

×
ａ×Ｆ

d2
2
×d3

2 400

1.433（Sv/Gy）

=
110.0 × 2.73E-03 × 1,248 × 1.433 × 1 × 1

×
0.0020 × 1600

0.99 2.00 400

鉛 1.5mm の 透 過 率 ：

1.10（μSv/3月間）

3.27E-02
0.99

0.003（h/3月間）

1.433（Sv/Gy）

EＬ=
Ｘ Ｌ × ｔ ｗ × （ Ｅ / Ｋ ａ ） × Ｕ × Ｔ

×
d4

2

=
1000 × 0.003 × 1.433 × 1 × 1

×

0.14（μSv/3月間）

半 価 層 （ 鉛 1.5mm ） の 透 過 率 ： 3.27E-02

（Ａ：0.99ｍ）（Ｂ：2.56ｍ）（Ｃ：1.40ｍ）（Ｄ：0.59ｍ）（Ｅ：1.20ｍ）

0.20/100=0.0020

1600

（Ａ：0.99ｍ）（Ｂ：0.56ｍ）（Ｃ：1.40ｍ）（Ｄ：2.59ｍ）（Ｅ：1.20ｍ）

（Ａ：2.00ｍ）（Ｂ：2.00ｍ）（Ｃ：2.00ｍ）（Ｄ：2.00ｍ）（Ｅ：2.00ｍ）

評価方向： Ａ，Ｂ，Ｃ，Ｄ，Ｅ

110.0（μGy/mA･s）

2.73E-03

1,248（mA･s/3月間）

（第30条第1号二）管球からの線量率1mGy/h×1000μGy/mGy=1000（μGy/h）

1
2

୲ ୲భ మ⁄⁄
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【臥位撮影】

１）一次線による漏えいエックス線量の計算

２）散乱エックス線の漏えいエックス線量の計算

Ａ方向 （Ｅs）は、次式より求める。

2 × 2

=

Ｘ ：

Ｄ ｔ ：

Ｗ ：

Ｅ/Ｋａ：

Ｕ ： 1

Ｔ ： 1

ａ ：

Ｆ ： (cm
2
)

ｄ ２ ：

ｄ ３ ：

Ａ，Ｂ，Ｃ，Ｄ，Ｅについて上記の様に計算を行った。

３）エックス線管容器からの漏えいエックス線量の計算

Ａ方向 （ＥL）は、次式より求める。

2

=

Ｘ Ｌ ：

ｔ ｗ ：

Ｅ/Ｋａ：

Ｕ ： 1

Ｔ ： 1

ｄ 4 ：

Ａ，Ｂ，Ｃ，Ｄ，Ｅについて上記の様に計算を行った。

３．結果

以上の計算結果（２）（３）表を得た。よって、管理区域境界における漏えい線量は、

実効線量限度以下である。

評価方向： なし

評価方向： Ａ，Ｂ，Ｃ，Ｄ，Ｅ

（Ａ：0.99ｍ）（Ｂ：2.00ｍ）（Ｃ：1.40ｍ）（Ｄ：1.15ｍ）（Ｅ：1.85ｍ）

1.43（μSv/3月間）

ES=
Ｘ × Ｄ ｔ × Ｗ × ( Ｅ / Ｋ ａ ) × Ｕ × Ｔ

×
ａ×Ｆ

d2
2
×d3

2

0.0018 × 1600

0.99 1.00 400

鉛 1.5mm の 透 過 率 ：

0.18/100=0.0018

1600

48.3（μGy/mA･s）

400

=
48.3 × 1.80E-04 × 15,600 × 1.433 × 1 × 1

×

（第30条第1号二）管球からの線量率1mGy/h×1000μGy/mGy=1000（μGy/h）

0.02（h/3月間）

1.433（Sv/Gy）

半 価 層 （ 鉛 1.5mm ） の 透 過 率 ： 2.29E-03

（Ａ：0.99ｍ）（Ｂ：2.00ｍ）（Ｃ：1.40ｍ）（Ｄ：1.15ｍ）（Ｅ：0.85ｍ）

=
1000 × 0.02 × 1.433 × 1 × 1

× 2.29E-03
0.99

0.07（μSv/3月間）

（Ａ：1.00ｍ）（Ｂ：1.00ｍ）（Ｃ：1.00ｍ）（Ｄ：1.00ｍ）（Ｅ：1.00ｍ）

評価方向： Ａ，Ｂ，Ｃ，Ｄ，Ｅ

EＬ=
Ｘ Ｌ × ｔ ｗ × （ Ｅ / Ｋ ａ ） × Ｕ × Ｔ

×
d4

2

1.80E-04

15,600（mA･s/3月間）

1.433（Sv/Gy）

1
2

୲ ୲భ మ⁄⁄
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エックス線診療室しゃへい計算表（１）

XXX-123 XXX-123

立位撮影 臥位撮影

　稼動日数 　　　　                （日／週）

　透視人数　　　　　　　　   　　　（人／日）

　管電圧        　                   （ｋＶ)

　管電流                             （ｍＡ）

　透視時間                       （分／１人）

　１週間の延透視時間　             （ｓ／週）

　稼動日数 　　　　                （日／週） 6 6 

　撮影人数　　　　　　　　　 　　　（人／日） 5 5 

　管電圧                             （ｋＶ) 120 80 

　管電流                             （ｍＡ） 100 200 

　撮影時間                       （秒／１回） 0.032 0.1 

　撮影回数　　　　　　　　　　　 　（回／人） 1 2 

　１週間の延撮影時間               （ｓ／週） 1.0 6.0 

　Ｘ：空気カーマ          （μＧｙ／ｍＡ・ｓ） 110.0 48.3 

　Ｗ：３月間の実効稼動負荷（ｍＡ・ｓ／３月間） 1,248 15,600 

 （Ｅ／Ｋａ）：換算係数        （Ｓｖ／Ｇｙ） 1.433 1.433 

　Ｕ：使用係数 1 1 

　Ｔ：居住係数 1 1 

　ａ：空気カーマの百分率 0.0020 0.0018 

　Ｆ：照射野の大きさ                （ｃ㎡） 1,600 1,600 

　ＸL：管球からの線量          （μＧｙ／ｈ） 1,000 1,000 

 ｔw：３月間の稼働時間         （ｈ／３月間） 0.003 0.02 

医建クリニック

Ｘ線室

撮
影
条
件

そ
の
他
の
条
件

透
視
条
件

 施          設        　名

 エ ッ ク ス 線 診 療 室 名

 装       　 置      　  名 

 撮　    影     方  　   法 
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エックス線診療室しゃへい計算表（２）　 集計２-１

Ｘ線室

XXX-123

立位撮影

鉛:11.35 (g/cm3) (g/cm3) (g/cm3)

(mm) 透過率 (mm) 透過率
半価層による

透過率
(mm) 透過率

半価層による
透過率

ｄ１(m) ｄ２(m) ｄ３(m) ｄ４(m) （μSv/3月間）

 一次線

Ａ  散乱線 1.5 2.73E-03 0.99 2.00 1.10

 管容器 1.5 3.27E-02 0.99 0.14

 一次線 1.5 2.73E-03 2.56 81.95

Ｂ  散乱線 1.5 2.73E-03 0.56 2.00 3.43

 管容器 1.5 3.27E-02 2.56 0.02

 一次線

Ｃ  散乱線 1.5 2.73E-03 1.40 2.00 0.55

 管容器 1.5 3.27E-02 1.40 0.07

 一次線

Ｄ  散乱線 1.5 2.73E-03 2.59 2.00 0.16

 管容器 1.5 3.27E-02 0.59 0.40

 一次線

Ｅ  散乱線 1.5 2.73E-03 1.20 2.00 0.75

 管容器 1.5 3.27E-02 1.20 0.10

 一次線

Ｆ  散乱線 土中につき、計算を省略する。

 管容器

しゃへい壁等
計算方向までの距離 漏えい線量

鉛:11.35 コンクリート:2.1

エックス線診療室名

装 　   置   　 名

撮  　影   方   法

評価方向
エックス線

種別

対向しゃへい物
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エックス線診療室しゃへい計算表（２）　 集計２-２

Ｘ線室

XXX-123

臥位撮影

鉛:11.35 (g/cm3) (g/cm3) (g/cm3)

(mm) 透過率 (mm) 透過率
半価層による

透過率
(mm) 透過率

半価層による
透過率

ｄ１(m) ｄ２(m) ｄ３(m) ｄ４(m) （μSv/3月間）

 一次線

Ａ  散乱線 1.5 1.80E-04 0.99 1.00 1.43

 管容器 1.5 2.29E-03 0.99 0.07

 一次線

Ｂ  散乱線 1.5 1.80E-04 2.00 1.00 0.35

 管容器 1.5 2.29E-03 2.00 0.02

 一次線

Ｃ  散乱線 1.5 1.80E-04 1.40 1.00 0.71

 管容器 1.5 2.29E-03 1.40 0.03

 一次線

Ｄ  散乱線 1.5 1.80E-04 1.15 1.00 1.06

 管容器 1.5 2.29E-03 1.15 0.05

 一次線

Ｅ  散乱線 1.5 1.80E-04 1.85 1.00 0.41

 管容器 1.5 2.29E-03 0.85 0.09

 一次線

Ｆ  散乱線 土中につき、計算を省略する。

 管容器

しゃへい壁等
計算方向までの距離 漏えい線量

鉛:11.35 コンクリート:2.1

エックス線診療室名

装 　   置   　 名

撮  　影   方   法

評価方向
エックス線

種別

対向しゃへい物
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エックス線診療室しゃへい計算表（３）　集計結果　

XXX-123 XXX-123

立位撮影 臥位撮影

漏えい線量 漏えい線量

　一次線

Ａ 　散乱線 1.10 1.43 2.74

　管容器 0.14 0.07

　一次線 81.95

Ｂ 　散乱線 3.43 0.35 85.77

　管容器 0.02 0.02

　一次線

Ｃ 　散乱線 0.55 0.71 1.36

　管容器 0.07 0.03

　一次線

Ｄ 　散乱線 0.16 1.06 1.67

　管容器 0.40 0.05

　一次線

Ｅ 　散乱線 0.75 0.41 1.35

　管容器 0.10 0.09

　一次線

Ｆ 　散乱線 土中につき、計算を省略する。

　管容器

1300

（μＳｖ／３月間）（μＳｖ／３月間）

1300

実効線量限度
漏えい線量
合　　　計

1300

1300

1300

エックス線 診療室名　　

装　　 　置　　　名　　

（μＳｖ／３月間）（μＳｖ／３月間）

撮　   影　 方 　法　　

Ｘ線室

評価方向
エックス線

種別
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